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 ６年 学年だより 

 

        

 

 

修学旅行が終わり、卒業にむけた動きが多くなった１２月。卒業アルバムの中に入れていく、クラスページの

制作、卒業文集の清書もあり、なかなか細かな活動がありました。もうすぐクリスマスや新年を迎えます。体調

を整えながら、良い冬休みをお過ごしください。３学期に元気に会えることを楽しみにしています。 

 

 

 

日 曜日  主な行事 持ち物   

８日 水 3学期始業式 

Ｂ短縮４校時(下校１２：１５) 

 

あゆみ 冬休みの課題 クロームブック 

上履き 

筆記用具 雑巾１枚(記名) 

書き初めセット・習字セット 

 

９日 木 朝読書  給食開始  ４校時下校(下校１３：３０) 

書き初め大会（体育館３・４校時） 

お道具箱  

リコーダー 鍵盤ハーモニカ 

体操着 

 

１０日 金 通常日課 発育測定６年 その他必要なもの 

 

 

 

 

◎卒業式に向けて  
卒業式は学校の教育課程で位置づけられた学校行事です。 

そして、6年間を締めくくる「最後の授業」であり、様々な来賓の方々が参列する「儀式」 

でもあります。 

参加態度・礼儀作法など、練習の中でしっかり学ばせていきたいと思います。 

 

★当日の服装につきましては、 

「立つ」「座る」「ステージやひな壇に上がる」「下りる」など、子どもたちの動きや 

表現の妨げにならないよう、華美な服装や装飾品は避ける等のご配慮をお願いします。 

 

◎冬休みの課題について 
◎書き初めの練習（２枚書き、そのうち１枚提出）  

◎書き初め作品シート（ペン書き清書） 

◎『正月の友』 

・国語プリント片面印刷２枚（内容確認をして提出） ※習っていないものは調べて書きましょう 

・算数プリント両面印刷３枚（マルつけと間違い直しをして提出） 

  ◎リコーダー・歌「旅立ちの日に」・「絆」・「ぼくらの日々」の練習（個人のスキルアップ） 

  →ピアノ伴奏の人は、その練習もする。 

  →特別楽器を担当する人は、自分のパート練習をする（手拍子、ドレミで歌うなど） 

 ◎家の手伝い・大そうじ 

◎英語の復習 

 ◎縄跳びチャレンジカード（なわとびや６分間走をし、持久力を高める） 

裏面もご覧ください 

座 間 市 立 東 原 小 学 校 

第 6 学年だより冬休み号 

令和６年１２月２３日(月) 

良いお年を 

 
 



 

✎「家庭学習の取り組み」の傾向についてのお知らせ✎ 
 

 日頃より、家庭学習への声かけ等、ご協力いただきありがとうございます。 

１１月１１日（月）～１７日（日）に実施しました「家庭学習にチャレンジチェックシート」への取り組みもありがと

うございました。いただいたチェックシートをもとに、学年の傾向をまとめました。 

 

 

宿題の他にどんな学習をしたか ６年生の目標学習時間は「６０分」です。 

読書・調べもの（意味調べ）・習い事の課題・漢字・授業の予習や復習・ドリル・英語・歴史・地図・雑学 

自主学習・タブレット学習など  

 

良かった点 

・帰宅後に宿題に取り組む習慣がついている。 

・宿題以外の課題に取り組んでいる児童がいる。 

・少ない時間の中で集中してやっている児童がいる。 

・今回の取り組みをきっかけに、学習時間や学習内容について見直した児童がいる。 

→もっと長時間取り組みたい、もっと集中して学習したい、土日も進んで学習したい、これからも継続したい 

という声が多くありました。 

 

見直していきたい点 

・自主的に学習をすすめている児童とそうでない児童との差が大きい。 

→宿題以外の課題に取り組んでいる児童が少ないようです。また、毎日読書ばかりになってしまったという反省 

もありました。自分の苦手な部分を分析し、自分に必要な学習内容を設定できると良いですね。 

 

・集中力に課題が残る児童がいる。 

→6年生の目標学習時間は60分です。学習する環境を整える（スマホやゲームを近くに置かない等）、途中で休 

憩をはさむなど、集中して取り組めるよう工夫できるといいと思います。 

 

・保護者欄から「始めるまでに時間がかかる」や「学習するタイミング、取り組む時間を定着させたい」「自分から学

習してほしい」との意見もあった。 

→開始時刻や目標時間をご家庭で決めたり、宿題だけやるのではなく今の自分に必要な課題（算数が苦手な人は 

授業の問題を振り返る等）に取り組んだりして、苦手なことと向き合い、得意なことを伸ばしてほしいです。 

 

 

☆中学に向けて、このチェックシートが『自分の学習習慣』について再度見直すきっかけになればと思います。引き続

き、家庭学習への取り組みをよろしくお願いします。 

 

 


